
入職経路の推移 

入職者の経路別をみると、最も高いのは広告で約３割を占める
が割合は低下している。最近では、ハローワークインターネット
サービスが増加している。 

（高まる入職者のハローワーク経由率） 
○入職者の入職経路の構成比をみると、2010年で最も高いのは「広告」（29.2％） 
 で約３割を占めるが、その割合は2000年代前半より低下している。一方で最近 
 では、「その他」（商工会議所、地方公共団体の広報又は地方公共団体の職業 
 紹介等も含む）と「ハローワークインターネットサービス」の割合が上昇して 
 いる。「ハローワーク」経由は、2000年以降２割前後で推移しており、「ハ 
 ローワークインターネットサービス」を合わせたハローワーク利用の入職者は 
 2010年には26.2％となった。 
○転職入職者の入職経路についても、2010年で「広告」（27.4％）が最も高いも 
 のの、「ハローワーク」（24.1％）と「ハローワークインターネットサービス」 
（4.8％）を合わせたハローワークの利用は28.9％となっている。 
○転職入職者で入職者全体よりもハローワークが利用される要因としては、前職 
 がある者には雇用保険受給者が多いことが考えられる。ハローワークの就職件 
 数が伸びていること等も併せ、ハローワークの労働力需給調整機関としての機 
 能は、近年は少しずつ高まってきている。 
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資料出所 厚生労働省「雇用動向調査」をもとに厚生労働省労働政策担当参事官室にて作成 
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